
　n を自然数とする。 0I =Q 0
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U -4 2x dx， nI =Q 0
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2nx U -4 2x dx  とおく。

(1)　 0I  の値を求めよ。
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0 1-4 2x   0-2<x 1<2  の導関数を求めよ。

(3)　 nI  を -n 1I  を用いて表せ。

(4)　 1I  と 2I  の値を求めよ。
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（入試演習）　　　　　　　積分と漸化式


